
平成30年7月表間勉強会(30年度)/ Ii'義間』歪昌要大詰篇第七十四注第

否牛革意晶 持明朝

-日時 :平成30年7月8B(日} ・会場:大阪府銭灸師会館4階
・講師 :日本銀灸研究会代表篠原孝市先生

*医i董の日本2018年7月号 『臨床tζ活かす古典臨74 工具』のお話より

議員なしで中国の二千年前の本を読ちうなどとは、大それた考えである。 ，大漢和善幸男，l(大修館書底、

1989~1990修訂第~)I手不可欠であると患う。

この着手興は非常に便利で必須のちのであるが久奈がある。主な材料が古いちの、南宋時代(1127~1279)以

前のことばを河室長にしていることである。中国語はこの辞異力労す象にしている言葉の時代より後は、どん

どん口語化してきた。書きことばの中にだんだんと喋りことばが侵入してくると、明時代や済時代のこと

ばが読めなくなるのである。

いっぱい辞書を買うのは大変である。今は画期的なザイ卜がある。 l'国字大師二というすイトである。

これを見ると、番手蓄がなくてち調べたい文字を入れると、どの辞書の何ページに載っているかが出てくる

し、対象のページの面像まで出てくる。言葉を入力すると、辞書の搭載パージの画像が出てくるので、間

違いようがない。

工具雲でわれわれにとって大事なのは医学用語辞興である。現在では李経緯ら主編 7中医大辞典[(人民

衛生出版社、 2006第2版)が良い。 第2飯で大信に1雲補されているので第l版ではなく第a置が良い。分厚い

ちのであるが、これは持っていないといけない。

7中医大辞興~ (孟、項目数が多いという事ちあるが、色々な寂念をある程度、適当に切り取ってあるとい

うことがある。今の中医学に使えれば良いので、たとえば 『中恩Jという寂念が 7傷寒詮』と金元日月医学

でどのように遣うのかということは必要がないという発想!tl，ある。そういう発想で作られているので f中
風Jという概念を H雲寒翁Zを適用した時と金元明医学を適用した時では、空援りになる時がある。そう

いうことで吉医蓄を読む時の辞書としては、どうち欠けたところがあると私は判断している。

辞書のかたちではないのであまり注目されないが、 日本の江戸後期の考証医家の医論健筆集というちの

がある。多紀元筒(たきげんかん)という人の『医演(いしょう)J、 『昌邑窓主重量聖(れきそうるいしょう)二、多

紀元堅 I時這読差是書(じかんどくがしょ)sなどがある。これらはすべて京都大学富士川|文庫のサイトで酉

像力写真公開されている。すべて見ることカ電できる。

現在、早稲田大学と京都大学富士川文庫のザイトで公開されているちのだけでち、大半のちのを晃るこ

とカ匂司能である。

鈴木良知の J医海重量測(いかいれいそく)Lというのも、また良い。ヲイトに出ていないのが勿体ない。
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* 1重量問よ至翼要大論篇第七十四注 第五十五霊

帝(てい)日く(いわく)、書誌を調えるに非ず(あ6ず}して得る(うる}香、之れ(これ)を治する(ちする)ζ
と奈何(いかん)。毒有り、毒無し。伺をか先lζし、何を力吟2をにする。願わくば冥の道を聞かん、と。

(解説)

@張介賓(ちょうかいひん)という人は、 「気を詞えるにあらずしてJを、以下の王;水{おうひょう)の注を引

き、 r4気力噴くことによらないで、病が外側Iζ生ずるちのJだと考えた、のかと!尉コれる。

@王'*の注 (張介賓の引用から)
病気のなりたちを四つに分付ている。

1.気が動くことによって、病が内側に笠じるちの。

穣表(しゃくじゅう)窓痕{ちょうか)、宿主主(りゅうき)疫起(えいき)、 結核須郷(てんかん)の頬をいうなり。
*からだの内俣IJに生Cてきて、さわって奥のほうにいかないとわからないちの。

2.気が動くことによって病力匂十倒に生じるちの。

震建(ょうしゅ)箔努(そうよう)、涜薪(ゅうかい)痘痔(そじ)、 健癒(とうけい)浮腫(ふしゅ)、 目赤(ちくぜ

き}爆疹(ひょうしん)、鮒鍾(ふしゅ}痛窪{つうよう)の類をいうなり。
*からだの外に変化の起るちの。今でいう皮虜病のようなちの。まったく表面的なちの。

3.気が動くことによらないで、病が内側に笠ずるちの

省飲(りゅういん}癖食(へきしょく)、後箆(きほう)労損{ろうそん)、 宿食(しゅくしょく)塞観4かくらん)、

え唱(ひきょう)喜怒(きど)、忽慕(そうlま)憂結(ゅうけつ)の類をいうなり。

*どちらかと言えばからだの上のほうに生ずるようなちの。精神的なちの。

4.気が動くことによらないで、病ガF舛倒に生ずるちの

簿気(しょうき)簸魅(ぞくかい)、暴露(ちゅうだ)室雲(こどく)、 室F(ひし)鬼蒙(きげき)、 衝蕩(しょうは

く)墜室(ついだ)、風窓喜望書、所射(しよしゃ)、刻割{しかっ)径朴(すいlまく)の類をいうなり。
*外傷など。

@喜善あり、毒なし 雲院激しい作用の薬。毒祭しl立、緩和な作用の薬
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『素悶』の森を塞いてみま世んか。毎月休ま事湧二日曜です。

(素問勉強会世話人 東大阪地f或 訟本政己}


